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アユ通称 明ボケ病H 予防技術開発試験

一細醤性鯨病型ボケ病の症例について一

(平成18年度)

渡辺

目的

アユ養殖における通称、ボケ病11 (以下ボケ病)の

被害は年々深刻になっているが、これまでのところ発

生原因の究明や予妨策の確立には至っていなL、。和田

ら1)の報告によりボケ病には病現組織学的に 4つの

梼型に分けられることが報告されている。本試験では、

水産試験場内の試験池で、発生した細菌性腿病裂ボケ病

に分類される症例について調査した。

材料および方法

試験期間平成18年 (2006年) 6丹27日から 7月31

日 (35日間)。

供試魚県漁連産アユ種苗(ダムtldJ産系 8代目、

開始時平均体重20.4g)を使用し、 1油あたりの開始

時放養重量をllL3kg(5，450尾)とした。

試験池 20m'コンクリート製八角池2面を使用し、

平均水深70cm(水容積14m')とした。用水には地下

水を用い、換水率は 5悶/1ヨとした。

試験産試験地2面は、同じ設定の 1区、 2区と

した。

給 餌試験慰問中の日開給餌率は 3%とし、一

日 4 聞に分けて給額した。給額時間は7:00~7:30、 10:

00~10:30、 14:00~ 14:30、 18:00~18:30とし、自動給

額機で給餌した。

採 材週I回の定期採林の他、異常発生時に各

底5尾から以下の採材を行った。 f共試魚の尾柄部より

採血し、乳酸測定キットLactatePro (ARKRA Y社)

により乳酸値を測定した。片側のエラは病理組織標本

用に10%中性ホルマリンに回定し、もう片側のエラは

顕微鏡観察に供し、一部は電顕観察用にグルタルアル

デヒド詞定し、残りはDNA抽出用に 80
0

Cで凍結し

fこ0

7l<質測定簡易水質測定キットRQフレックス (メ

ルク社)を用いて鰯育水中の班鶴霊堂イオン (N02-: 

Cat.No.16973-1M)およびアンモニウムイオン(NH

4+ : Cat.No.16892-1M) について原則として遇 l回

硲介

測定した。

結果と考察

各試験区の死亡状況を図 l、2に示す。 l区では試

験開蛤から 68 EIの7月2日から 3日にかけて3707尾

(68%)が死亡した。 2区では訪日目の 7月128から13

aにかけて854尾 (15.7%)が死亡した。発症時には著
しい池の濁りが見られ、発症魚は駿欠様の症状で排水

部や池壁を漂い、狂奔しながら死亡する等、ボケ病に

見られる症状を示す姻体が多く見られた。 l区では発

症から処置までの時間が経過したため死亡足数が多く

なったと考えられた。発症時の処置は換水のみで、塩

水浴は実施しなかったものの、いずれの症例も発症後

3日目で症状は終息した。
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それぞれの発症時のエラをウェットマウント標本で観

察したところ 1区では発症後3B呂まで、 2区では発

症後2B詰まで細菌性鰹病原因菌と思われる長線闘が

観察された(国 3)。

関3 生鮮標本で見られた長得菌像

(X400、l区7月3日)

病理組織標本においても同様に大量の長梓認が観察

された(鴎4)ものの、異製綿!抱は観察されなかった。

国4 病理組織標本に見られた長樗麗像

(X400、HE染色、 1区7月4日)

福田ら2)が開発した典型細胞型ボケ病のエラに観

察されるボックス様ウィルスに特異的と考えられるプ

ライマーでのPCR検査の結果は全て陰性となった。

水質測定結果を図 5、6に示す。いずれの試験区で

も盟硝畿イオン濃度に大きな変化が見られなかったが、

アンモニウムイオン濃震はアユの生育に影響を及ぼす

ほどの高値まで達することもあった。
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これらの結果から、本試験の症例は両区ともにボケ

病の病型分類としては綿寵性能!病型ボケ病に分類され

ると考えられる。しかし水質測定の結果や塩水浴等の

処誼を行わずに症状が回復したことから、水質悪化も

影響を与えた可能性もあるのではなL、かと考えられた。
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